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東京都庁の代表電話☎（03）5321-1111
本 号 の 主 な 内 容

２～３面 ☆平成28年第3回定例会
　　代表質問（要旨）／一般質問（要旨）
☆新監査委員の紹介
☆都議会提供テレビ番組のお知らせ

４面 ☆平成27年度各会計決算特別委員会委員名簿
☆平成27年度公営企業会計決算特別委員会委員名簿
☆各会派等の議案への賛否　
☆国会 ・ 政府への意見書（要旨）
☆新議員紹介　☆会派等構成変わる
☆平成28年第4回定例会の予定

◆
本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
案
件

　
〈
知
事
提
出
議
案
〉

 

予　

算
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1
件（
可　

決
）

 

条　

例
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
11
件（
可　

決
）

 

契　

約
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
10
件（
可　

決
）

 

事　

件
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
6
件（
可　

決
）

 

専　

決
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
2
件（
承　

認
）

 

人　

事
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
13
件（
同　

意
）

 

決　

算
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
2
件（
継
続
審
査
）

 　
〈
議
員
提
出
議
案
〉

 

条　

例
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
１
件（
否　

決
）

 

意
見
書
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
３
件（
可　

決
）

 

決　

議
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
１
件（
可　

決
）

 

※
継
続
審
査
の
条
例

 

　

 

東
京
都
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用

弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
決
定
し
た
請
願
・
陳
情

不 

採 

択 

1
件

不 

採 

択 

19
件

 

請　

願　

1
件

 

陳　

情　

19
件

審 

議  

し
た
案
件
と
そ
の
結
果

可 

決 

し
た
主
な
案
件

平
成
28
年  　

第
3
回
定
例
会
の
概
要

　

平
成
28
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
28
日
か
ら
10
月
13
日
ま
で
16
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
、
小
池
知
事
の
所
信
表
明
が
行
わ
れ
、
知
事
は
、
豊
洲
市
場
へ

の
移
転
問
題
、
東
京
大
改
革
の
推
進
、
待
機
児
童
の
解
消
、
東
京
２
０

２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
、

日
本
の
未
来
を
明
る
く
照
ら
す
新
し
い
東
京
を
、
都
民
の
皆
様
、
都
議

会
の
皆
様
と
共
に
創
り
上
げ
た
い
と
の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
名
誉
都
民
３
名
の
選
定
に
つ
い
て
同
意
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

議
員
提
出
議
案
「
北
朝
鮮
に
よ
る
核
実
験
及
び
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
す

る
抗
議
決
議
」
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
４
日
、
５
日
は
、
各
会
派
等
の
20
人
に
よ
り
、
都
政
全
般
に
対

す
る
知
事
等
へ
の
代
表
・
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
５

日
の
質
問
終
了
後
、
知
事
提
出
議
案
30
件
が
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
成
27
年
度
の
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
と
公
営

企
業
各
会
計
決
算
が
、
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
た
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
人
事
案
８
件
が
同
意
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
６
日
か
ら
11
日
ま
で
の
間
に
は
、
各
常
任
委
員
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
６
日
、
７
日
の
経
済
・
港
湾
委
員
会
で
は
、
豊
洲
市
場
へ
の
移

転
の
延
期
及
び
豊
洲
市
場
建
物
下
の
盛
土
等
に
つ
い
て
質
疑
等
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
10
月
13
日
に
は
、
討
論
・
採
決
等
が
行
わ
れ
、
知
事
提
出

議
案
30
件
が
各
委
員
会
報
告
の
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
追

加
提
出
さ
れ
た
人
事
案
２
件
が
同
意
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員

提
出
議
案
で
は
、
「
私
学
振
興
に
関
す
る
意
見
書
」
等
意
見
書
３
件
が

可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
条
例
案
１
件
が
否
決
、
１
件
が
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
豊
洲
市
場
移
転
問
題
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

◆ 

東
京
都
名
誉
都
民
の
選
定

　

 　

東
京
都
名
誉
都
民
条
例
に
基
づ
き
、
知
事
か

ら
次
の
お
三
方
が
提
案
さ
れ
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
（
以
下
、
敬
称
略
。
年
齢
は
議
決
日
現
在
）

　

大お
お
む
ら村　

智さ
と
し

　
　

北
里
大
学
特
別
栄
誉
教
授

　

小お

澤ざ
わ　

征せ
い

爾じ

　
　

指
揮
者

　

三み

宅や
け　

義よ
し

信の
ぶ

　
　

元
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手

　
　

東
京
都
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
会
会
長

◆ 

平
成
28
年
度
東
京
都
補
正
予
算

　

一
般
会
計（
第
２
号
）

　

 　
「
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
緊
急
対
策
」
に
基

づ
き
、
区
市
町
村
・
事
業
者
の
取
組
を
加
速
化

さ
せ
る
た
め
、
１
２
６
億
８
百
万
円
の
補
正
予

算
を
編
成
す
る
も
の
で
す
。

(

81
歳)

(

81
歳)

(

76
歳)

北朝鮮による核実験及び
ミサイル発射に対する抗議決議

　北朝鮮は、累次にわたり弾道ミサイルを発射するとと
もに、本年 1月に続き、9月 9 日には 5回目の核実験
を強行した。
　北朝鮮の核実験実施は、国連安保理決議や六者会合共
同声明、日朝平壌宣言に対する重ねての明白な違反であ
り、北東アジア及び国際社会の平和と安全を著しく脅か
すものとして、断じて容認することはできない。
　今回の暴挙は、国際的な核不拡散体制に対する重大な
挑戦であり、核兵器による惨禍を唯一経験し、核廃絶を
強く願う国民、都民の思いを踏みにじるものである。
　よって、東京都議会は、北朝鮮の核実験及びミサイル
発射に対し、重ねて厳重に抗議し、いかなる核実験やミ
サイル発射も実施しないよう強く求める。
　政府においては、国際社会と緊密に連携を図り、国民
の安全・安心の確保に万全を期すとともに、核・ミサイ
ル・拉致問題の早急な解決に向けて、これまで以上に強
力な外交を展開するよう求めるものである。
　以上、決議する。
　平成 28年 9月 28日

東　京　都　議　会



◎
代
表
質
問
・
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
東
京
都
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
会
議
録
・
速
記
録
」
内
の
「
本
会
議
の
会
議
録
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
gikaim

etro
tokyo

jp/
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〈
知
事
の
基
本
姿
勢
〉
①
知
事
と
し
て
初
め
て
の
終

戦
の
日
に
、
靖
国
神
社
へ
参
拝
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

②
我
が
国
の
統
治
機
構
、
地
方
自
治
の
あ
り
方
を
含

め
た
現
行
憲
法
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。
③
東
京
の

地
方
自
治
を
、
今
後
ど
の
よ
う
な
考
え
で
導
い
て
い

く
の
か
。
④
都
政
改
革
本
部
は
、
ど
の
よ
う
な
位
置

付
け
で
何
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。
知
事
の
所
見
は
。

知
事　

①
常
に
戦
没
者
に
対
す
る
崇
敬
の
念
を
抱
い

て
い
る
。
戦
没
者
に
誇
る
こ
と
の
で
き
る
平
和
な
都

市
、
国
家
と
し
て
発
展
さ
せ
る
。
②
地
方
自
治
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
憲
法
の
規
定
も
含
め
、
国
民
が
自

ら
の
問
題
と
し
て
議
論
を
深
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

③
都
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
国
に
物
申
し
、
区
市
町
村

の
取
組
を
後
押
し
し
て
、
地
方
自
治
を
力
強
く
前
進
。

④
自
己
改
革
精
神
を
呼
び
覚
ま
す
装
置
と
し
て
設
置
。

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
機
能
を
強
化
し
都
民
の
信
頼
を
確
保
。

〈
豊
洲
新
市
場
〉
①
盛
り
土
を
行
わ
ず
に
地
下
構
造

形
式
を
採
用
し
た
新
市
場
は
、
土
壌
汚
染
対
策
法
上

安
全
性
が
担
保
さ
れ
る
か
。
②
盛
り
土
を
行
わ
な
い

現
在
の
工
法
は
、
建
築
基
準
法
上
安
全
か
。
③
環
境

基
準
を
上
回
る
地
下
水
が
検
出
さ
れ
た
が
、
所
見
は
。

環
境
局
長　

①
汚
染
土
壌
の
掘
削
除
去
や
処
理
な
ど
、

土
壌
汚
染
対
策
法
上
の
対
策
は
適
確
に
実
施
さ
れ
た
。

都
市
整
備
局
長　

②
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
審
査
し
、

第
三
者
機
関
に
お
い
て
も
構
造
上
安
全
性
を
確
認
。

中
央
卸
売
市
場
長　

③
専
門
家
会
議
座
長
の
コ
メ
ン

ト
か
ら
、
一
時
的
上
昇
で
判
断
す
る
も
の
で
は
な
く
、

継
続
し
て
推
移
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
。

〈
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
〉
①
保
育
人
材
を
安
定

的
に
確
保
す
る
た
め
、
処
遇
の
改
善
等
の
更
な
る
支

援
策
が
必
要
。
②
今
後
の
高
齢
者
施
策
の
展
開
は
。

福
祉
保
健
局
長　

①
新
た
な
待
機
児
童
対
策
を
29
年

度
予
算
案
に
盛
り
込
む
。
保
育
士
等
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
補
助
に
つ
い
て
活
用
実
態
を
踏
ま
え
、
更
な
る
充

実
を
検
討
。
②
介
護
人
材
確
保
策
等
の
国
の
動
向
や

第
６
期
計
画
の
達
成
状
況
等
を
踏
ま
え
、
29
年
度
、

新
た
な
三
カ
年
計
画
を
策
定
し
施
策
の
充
実
を
図
る
。

〈
動
物
愛
護
施
策
〉
人
と
動
物
と
の
調
和
の
と
れ
た

共
生
社
会
を
実
現
し
、
全
国
を
牽け

ん
い
ん引

し
て
い
く
べ
き
。

知
事　

28
年
度
内
に
、
動
物
愛
護
相
談
セ
ン
タ
ー
の

具
体
的
な
整
備
を
盛
り
込
ん
だ
基
本
構
想
を
策
定
。

〈
都
独
自
の
給
付
型
奨
学
金
〉
知
事
の
所
見
は
。

知
事　

保
護
者
の
教
育
費
負
担
の
現
状
等
を
踏
ま
え
、

都
立
高
校
や
私
立
高
校
の
実
情
に
応
じ
た
独
自
の
給

付
型
奨
学
金
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
検
討
を
推
進
。

〈
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
〉
①
知
事
は
ど
の
よ
う

な
理
念
や
哲
学
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
大
会
に
し
た

い
の
か
。
②
リ
オ
大
会
か
ら
何
を
学
び
、
ど
の
よ
う

に
生
か
し
て
い
く
つ
も
り
な
の
か
。

知
事　

①
良
き
レ
ガ
シ
ー
を
東
京
と
日
本
に
残
す
た

め
、
関
係
者
と
力
を
合
わ
せ
て
大
会
を
成
功
さ
せ
、

開
催
都
市
の
責
任
を
果
た
す
。
②
持
続
可
能
性
に
配

慮
し
た
施
設
整
備
等
を
参
考
に
準
備
を
進
め
、
東
京

の
魅
力
を
世
界
中
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
大
会
に
し
た
い
。

〈
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
〉
①
２
回
目
の
東
京
大
会
を
ど

の
よ
う
な
大
会
に
し
た
い
の
か
。
②
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
の
観
戦
促
進
に
向
け
、
働
き
か
け
て
い
く
べ
き
。

知
事　

①
認
知
度
等
の
向
上
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
。

オ
リ
パ
ラ
局
長　

②
Ｓ＊

Ｎ
Ｓ
の
活
用
や
会
場
で
の
ラ

イ
ブ
解
説
等
、
観
戦
を
楽
し
め
る
よ
う
力
を
尽
く
す
。

〈
再
質
問
・
豊
洲
新
市
場
〉
①
地
下
水
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
れ
ば
安
全
性
が
担
保

さ
れ
移
転
可
能
と
な
る
か
。
②
地
下
ピ
ッ
ト
は
工
夫

を
凝
ら
し
て
ド
ラ
イ
な
空
間
と
し
、
防
カ
ビ
対
策
も

徹
底
す
べ
き
。
③
業
界
関
係
者
の
資
金
繰
り
等
の
問

題
に
対
し
、
相
談
窓
口
を
早
急
に
立
ち
上
げ
る
べ
き
。

知
事　

①
専
門
家
会
議
等
の
調
査
、
検
証
に
よ
り
科

学
的
に
安
全
性
を
確
認
し
た
上
で
、
総
合
的
に
判
断
。

中
央
卸
売
市
場
長　

②
地
下
水
や
結
露
等
の
状
況
を

把
握
し
、
専
門
家
会
議
で
水
処
理
や
換
気
の
必
要
性

等
を
議
論
の
上
、
適
切
な
対
策
を
講
じ
る
。
③
築
地

市
場
内
の
相
談
員
の
増
員
や
、
金
融
機
関
等
と
も
連

携
を
図
り
、
10
月
10
日
ま
で
に
相
談
体
制
を
整
備
。

〈
知
事
の
基
本
姿
勢
〉
①
社
会
的
弱
者
に
寄
り
添
う

庶
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
視
点
か
ら
、
都
を
世
界
一
の
福

祉
先
進
都
市
と
す
る
べ
き
だ
が
、
見
解
は
。
②
私
立

高
校
へ
の
経
常
費
補
助
を
一
層
充
実
し
、
中
低
所
得

者
世
帯
の
公
私
間
格
差
の
解
消
に
取
り
組
む
べ
き
。

知
事　

①
誰
も
が
活
躍
で
き
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
実

現
で
新
し
い
東
京
を
つ
く
る
た
め
、
都
民
に
温
か
く

優
し
い
都
政
を
展
開
。
②
都
独
自
の
給
付
型
奨
学
金

を
検
討
し
、
保
護
者
教
育
費
負
担
軽
減
に
取
り
組
む
。

〈
豊
洲
市
場
問
題
〉
①
技
術
会
議
の
委
員
は
盛
り
土

が
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
か
。
見
解
は
。
②
事

実
と
異
な
る
議
会
答
弁
を
繰
り
返
し
た
経
緯
と
責
任

を
明
ら
か
に
す
る
べ
き
。
③
知
事
が
想
定
す
る
風
評

被
害
対
策
の
内
容
と
今
後
の
方
針
へ
の
見
解
は
。

知
事　

①
技
術
会
議
の
委
員
が
分
か
っ
て
い
た
か
不

明
だ
が
、
担
当
部
局
の
説
明
不
足
は
明
ら
か
。
③
科

学
的
に
安
全
性
を
確
認
し
、
不
安
の
払
拭
に
努
め
る
。

中
央
卸
売
市
場
長　

②
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
責
任
感
の
欠

如
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
責
任
を
痛
感
し
て
い
る
。

〈
待
機
児
童
対
策
〉
①
都
有
地
で
の
保
育
所
整
備
を

進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
安
全
性
を
調
査
し
区
市
町

村
等
に
提
供
す
べ
き
。
②
保
育
補
助
者
を
含
め
た
保

育
士
等
の
賃
金
ア
ッ
プ
を
支
援
す
べ
き
。
所
見
は
。

知
事　

①
法
令
に
の
っ
と
り
土
壌
汚
染
対
策
を
行
う

な
ど
安
全
性
を
確
保
し
、
区
市
町
村
の
要
望
に
基
づ

き
地
元
調
整
を
支
援
。
②
都
独
自
の
保
育
士
等
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
補
助
に
つ
い
て
、
更
な
る
充
実
を
検
討
。

〈
２
０
２
０
年
大
会
〉
①
組
織
委
員
会
の
財
務
内
容

や
予
算
執
行
等
に
つ
い
て
、
都
と
議
会
が
チ
ェ
ッ
ク

す
る
仕
組
み
を
構
築
す
べ
き
。
②
調
査
報
告
書
で
挙

げ
た
仮
設
施
設
・
仮
設
施
設
費
用
の
分
担
内
訳
・
恒

久
施
設
の
３
つ
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
、
知
事
が
行

う
意
思
決
定
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
等
へ
の
見
解
は
。

知
事　

①
財
務
状
況
等
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
や

監
理
団
体
化
の
検
討
な
ど
も
含
め
、
関
与
の
あ
り
方

を
整
理
。
②
関
係
局
で
は
検
討
に
着
手
し
た
。
一
カ

月
を
目
途
に
一
定
の
結
論
を
得
る
よ
う
努
力
す
る
。

〈
被
災
地
支
援
〉
東
日
本
大
震
災
の
被
災
３
県
を
訪

問
し
、
被
災
地
に
何
が
出
来
る
か
把
握
す
る
べ
き
。

知
事　

被
災
地
に
足
を
運
ん
で
、
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

把
握
し
、
一
日
も
早
い
復
興
に
向
け
全
力
で
支
援
。

〈
築
地
市
場
〉
豊
洲
新
市
場
へ
の
移
転
計
画
は
抜
本

的
な
再
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。
今
こ
そ
移
転
中
止
に

向
け
た
本
格
的
検
討
を
進
め
る
べ
き
だ
が
、
見
解
は
。

知
事　

専
門
家
会
議
等
で
の
様
々
な
問
題
に
つ
い
て

の
調
査
・
検
証
を
踏
ま
え
、
総
合
的
に
判
断
す
る
。

〈
２
０
２
０
年
大
会
〉
海
の
森
水
上
競
技
場
な
ど
３

施
設
の
計
画
変
更
を
ど
う
具
体
化
す
る
の
か
。

知
事　

関
係
局
で
早
急
に
検
討
を
進
め
て
お
り
、
今

後
そ
の
結
果
を
受
け
て
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

〈
待
機
児
童
対
策
〉
①
保
育
の
量
・
質
拡
充
の
た
め
、

認
可
保
育
園
を
保
育
政
策
の
中
心
に
す
べ
き
。
②
東

京
の
保
育
士
の
賃
金
は
全
産
業
平
均
よ
り
月
15
万
円

低
い
。
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
等
、
処
遇
改
善
を
。

知
事　

①
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
多
様
な
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
取
り
組
む
区
市
町
村
を
支
援
。

②
補
正
予
算
案
に
保
育
従
事
者
の
宿
舎
借
り
上
げ
支

援
拡
充
を
盛
り
込
ん
だ
。
国
の
新
た
な
支
援
策
や
都

独
自
の
補
助
の
活
用
実
態
を
踏
ま
え
、
充
実
を
検
討
。

〈
都
独
自
の
給
付
型
奨
学
金
〉
知
事
が
検
討
を
表
明

し
た
こ
と
は
重
要
。
ど
の
よ
う
に
具
体
化
す
る
の
か
。

知
事　

現
在
の
経
済
状
況
、
保
護
者
の
教
育
費
負
担

の
現
状
等
を
踏
ま
え
、
速
や
か
に
検
討
を
進
め
る
。

〈
知
事
の
基
本
姿
勢
〉
①
豊
洲
新
市
場
問
題
の
よ
う

な
隠い

ん
ぺ
い蔽

体
質
の
根
源
は
石
原
都
政
に
あ
る
。
見
解
は
。

②

添
前
知
事
の
公
私
混
同
等
の
問
題
を
解
明
し
て

い
く
こ
と
は
、
小
池
知
事
の
重
要
な
役
割
。
見
解
は
。

知
事　

①
過
去
の
都
政
を
検
証
し
、
良
い
も
の
は
良

い
と
し
、
正
す
べ
き
は
正
す
。
そ
れ
が
今
都
政
を
預

か
る
者
の
責
務
だ
。
②
第
三
者
で
あ
る
外
部
有
識
者

を
交
え
た
議
論
を
行
い
、

添
前
知
事
の
問
題
に
つ

い
て
、
出
来
る
だ
け
早
く
取
り
ま
と
め
を
し
て
い
く
。

〈
豊
洲
新
市
場
〉
地
下
水
管
理
シ
ス
テ
ム
の
入
札
・

契
約
を
巡
る
経
過
の
全
面
的
調
査
が
必
要
。
見
解
は
。

知
事　

指
摘
が
あ
っ
た
件
に
つ
い
て
、
豊
洲
問
題
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
必
要
が
あ
れ
ば
調
べ
る
。

〈
豊
洲
移
転
問
題
〉
①
盛
り
土
問
題
と
地
下
水
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
環
境
基
準
値
超
え
と
い
う
結
果
を
含
め
、

今
後
の
移
転
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
方
針
は
。
②
自
己
検

証
報
告
書
は
不
十
分
。
外
部
の
専
門
家
に
よ
る
経
過

の
検
証
を
行
い
、
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
べ
き
。

知
事　

①
調
査
・
検
証
を
行
い
、
皆
様
に
正
確
な
情

報
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
努
力
を
重
ね
た
上
で

総
合
的
に
判
断
。
②
検
証
は
十
分
で
な
い
。
今
後
、

〈
知
事
の
改
革
〉
先
に
あ
る
の
は
、
破
壊
か
発
展
か
。

共
に
都
政
発
展
の
た
め
、
政
策
を
競
い
合
い
た
い
。

知
事　

都
政
の
発
展
に
向
け
、
共
に
働
き
た
い
。

〈
２
０
２
０
年
大
会
の
レ
ガ
シ
ー
〉
①
多
様
性
の
尊

重
・
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
大
会
全
体
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
を
進
め
る
べ
き
。
②
都
立
美
術
館
、
博
物

館
の
写
真
撮
影
を
、
原
則
解
禁
へ
舵か

じ

を
切
る
べ
き
。

知
事　

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
大
会
施
設
を
将
来
へ
の
レ
ガ
シ
ー
と
し
た
い
。

②
写
真
撮
影
は
、
全
然
オ
ー
ケ
ー
だ
と
思
う
。

生
活
文
化
局
長　

②
作
品
所
有
者
へ
の
働
き
か
け
な

ど
、
撮
影
機
会
の
拡
充
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

公
益
通
報
制
度
等
も
活
用
し
、
情
報
収
集
を
進
め
る
。

〈
２
０
２
０
年
大
会
〉
①
施
設
の
設
計
・
会
場
変
更

に
伴
う
準
備
や
契
約
手
続
等
へ
の
影
響
に
ど
う
対
応

す
る
の
か
。
②
都
が
財
政
保
障
す
る
組
織
委
員
会
へ

の
関
与
を
強
め
、
情
報
公
開
の
徹
底
を
さ
せ
る
べ
き
。

知
事　

①
組
織
委
員
会
や
競
技
団
体
等
と
意
見
交
換

に
努
め
、
ア
ス
リ
ー
ト
フ
ァ
ー
ス
ト
と
税
金
有
効
活

用
の
観
点
で
総
合
的
に
判
断
。
②
運
営
の
一
層
の
透

明
化
が
重
要
。
積
極
的
な
情
報
公
開
を
求
め
て
い
く
。

〈
情
報
公
開
〉
こ
れ
ま
で
と
ど
う
変
わ
る
の
か
具
体

的
に
示
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
知
事
の
見
解
は
。

知
事　

情
報
公
開
の
取
組
及
び
公
文
書
の
適
正
管
理

を
都
庁
に
浸
透
さ
せ
、
透
明
性
の
高
い
都
政
を
実
現
。

〈
子
供
の
貧
困
問
題
〉
将
来
の
希
望
を
閉
ざ
さ
な
い

た
め
、
都
独
自
の
給
付
型
奨
学
金
を
創
設
す
べ
き
。

知
事　

子
供
の
貧
困
に
関
す
る
実
態
調
査
を
踏
ま
え
、

都
独
自
の
給
付
型
奨
学
金
を
今
後
速
や
か
に
検
討
。

〈
調
布
飛
行
場
〉
墜
落
事
故
の
原
因
解
明
ま
で
自
家

用
機
の
飛
行
中
止
を
求
め
、
安
全
対
策
を
す
べ
き
。

知
事　

７
千
人
を
超
え
る
方
々
か
ら
の
署
名
付
き
要

望
書
を
重
く
受
け
止
め
、
自
粛
要
請
の
継
続
と
と
も

に
、
安
全
対
策
の
強
化
や
適
正
管
理
を
徹
底
す
る
。

〈
豊
洲
新
市
場
〉
食
の
安
全
確
保
を
最
優
先
に
、
都

民
や
民
間
事
業
者
に
今
後
の
移
転
方
針
を
示
す
べ
き
。

知
事　

科
学
的
に
正
確
な
情
報
を
発
信
し
、
相
談
体

制
の
拡
充
等
を
行
っ
た
上
で
、
総
合
的
に
判
断
。

〈
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
〉
障
害
者
が
、
ス
ポ
ー
ツ
に
取

り
組
む
き
っ
か
け
や
、
活
動
の
場
を
つ
く
る
べ
き
。

オ
リ
パ
ラ
局
長　

28
年
度
、
特
別
支
援
学
校
を
活
用

し
身
近
な
地
域
に
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
を
整
備
。

〈
無
電
柱
化
〉
国
会
議
員
と
し
て
無
電
柱
化
に
取
り

組
ん
だ
経
験
を
生
か
し
、
知
事
と
し
て
推
進
を
。

知
事　

安
全
で
快
適
な
歩
行
空
間
等
を
形
成
す
る
た

め
、
都
民
の
共
感
を
得
な
が
ら
強
力
に
推
進
す
る
。

〈
豊
洲
市
場
問
題
〉
都
民
の
目
線
に
立
っ
て
積
極
的

に
情
報
を
公
開
し
、
食
の
安
全
を
守
る
べ
き
。

知
事　

市
場
の
体
制
を
刷
新
し
、
退
職
者
も
含
め
責

任
の
所
在
を
明
確
に
し
て
し
か
る
べ
き
対
応
を
取
る
。

〈
外
国
語
力
の
強
化
〉
英
語
村
の
教
育
内
容
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
料
金
設
定
も
配
慮
す
べ
き
。

教
育
長　

英
語
村
な
ら
で
は
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
利
用

し
や
す
い
料
金
と
な
る
よ
う
事
業
者
に
働
き
か
け
る
。

〈
東
京
の
無
電
柱
化
〉
首
都
直
下
地
震
の
切
迫
性
が

高
ま
る
中
、
区
市
町
村
へ
の
支
援
策
を
拡
充
す
べ
き
。

知
事　

技
術
的
、
財
政
的
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

コ
ス
ト
削
減
図
る
こ
と
で
無
電
柱
化
を
強
力
に
推
進
。

高
木　

け
い

（
自
民
党
）

二
元
代
表
制
を
健
全
に
機
能
さ
せ

都
民
の
幸
せ
を
つ
く
る
政
策
実
現
を

【略称説明】  自民党…東京都議会自由民主党、公明党…都議会公明党、日本共産党…日本共産党東京都議会議員団、民進党…都議会民進党、民進都議団…民進党都議団、かがやけ…かがやけ Tokyo、
 ネット…都議会生活者ネットワーク、無（東京維新）…無所属（東京維新の会）、オリパラ局長…オリンピック・パラリンピック準備局長

代
表
質
問

代
表
質
問

早
坂　

義
弘

（
自
民
党
）

２
０
２
０
年
大
会
の
レ
ガ
シ
ー
と

真
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
実
現
を

東
村　

邦
浩

（
公
明
党
）

世
界
一
の
福
祉
先
進
都
市
に
向
け
て

社
会
的
弱
者
に
寄
り
添
う
政
治
を

大
山 

と
も
子

（
日
本
共
産
党
）

豊
洲
新
市
場
へ
の
移
転
の
再
検
討
を

保
育
の
量
・
質
の
抜
本
的
拡
充
を

尾
崎　

大
介

（
民
進
党
）

豊
洲
市
場
移
転
問
題
へ
の
方
針
を

情
報
公
開
で
都
政
の
透
明
性
向
上
を

小
宮 

あ
ん
り

（
自
民
党
）

豊
洲
新
市
場
へ
の
移
転
の
方
針
は

東
京
の
無
電
柱
化
を
推
進
す
べ
き

伊
藤
こ
う
い
ち

（
公
明
党
）

都
民
の
食
の
安
全
を
守
る
た
め

豊
洲
市
場
整
備
問
題
の
解
決
を

1010
月月
44
日日

要　

旨

一
般
質
問

一
般
質
問

1010
月月
55
日日

要　

旨

ふ
っ
し
ょ
く



〈
行
政
の
連
続
性
〉
知
事
の
所
見
は
。

知
事　

行
政
の
連
続
性
も
大
切
。
一
方
、
大
義
に
照

ら
し
て
、
変
え
る
べ
き
も
の
は
大
胆
に
変
え
る
。
説

明
責
任
を
果
た
し
、
都
民
の
理
解
と
共
感
を
得
た
い
。

〈
連
続
立
体
交
差
事
業
〉
東
武
東
上
線
と
き
わ
台
駅

か
ら
上
板
橋
駅
付
近
の
区
間
の
立
体
化
へ
の
見
解
は
。

都
市
整
備
局
長　

ま
ち
づ
く
り
の
検
討
状
況
や
交
差

道
路
整
備
計
画
の
具
体
化
を
踏
ま
え
、
適
切
に
対
応
。

〈
城
北
中
央
公
園
〉
公
認
陸
上
競
技
場
の
設
置
を
。

建
設
局
長　

関
係
区
と
情
報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、

競
技
場
設
置
に
伴
う
区
域
の
拡
張
が
環
境
に
与
え
る

影
響
等
課
題
の
把
握
に
努
め
、
実
現
性
を
含
め
検
討
。

〈
豊
洲
新
市
場
〉
①
施
設
建
設
工
事
の
入
札
経
過
や

高
額
入
札
か
ら
官
製
談
合
の
疑
い
が
濃
厚
。
見
解
は
。

②
過
去
５
年
間
の
落
札
率
99
％
以
上
の
案
件
等
を
公

正
取
引
委
員
会
に
情
報
提
供
し
、
調
査
・
検
証
を
。

知
事　

①
都
民
に
疑
念
を
抱
か
せ
な
い
説
明
が
必
要
。

開
か
れ
た
場
で
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
②
よ
り

透
明
性
の
あ
る
入
札
・
契
約
制
度
の
構
築
に
向
け
、

外
部
有
識
者
を
交
え
、
議
論
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

〈
認
可
外
保
育
施
設
〉
施
設
へ
の
立
ち
入
り
調
査
と

巡
回
指
導
が
年
１
回
で
き
る
よ
う
、
体
制
強
化
を
。

知
事　

29
年
度
、
全
て
の
施
設
に
年
１
回
、
巡
回
指

導
で
き
る
体
制
に
拡
充
。
事
前
通
告
な
し
の
立
ち
入

り
調
査
を
含
め
、
指
導
監
督
を
充
実
・
強
化
す
る
。

〈
健
康
づ
く
り
の
推
進
〉
都
民
の
生
涯
に
わ
た
る
健

康
維
持
に
必
要
な
取
組
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
。

知
事　

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス
の
取
組
を
進
め
、

生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
等
に
取
り
組
む
。

〈
外
国
人
観
光
客
の
医
療
サ
ポ
ー
ト
〉
救
急
搬
送
体

制
や
相
談
体
制
等
の
充
実
が
必
要
。
今
後
の
取
組
は
。

消
防
総
監　

英
語
対
応
の
救
急
隊
を
運
用
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
の
東
京
版
救
急
受
診
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
、

医
学
的
見
地
に
基
づ
く
多
言
語
対
応
を
検
討
。

〈
都
立
病
院
〉
今
後
ど
の
よ
う
な
医
療
を
担
う
の
か
。

病
院
経
営
本
部
長　

行
政
的
医
療
を
基
本
に
、
地
域

の
医
療
機
関
と
連
携
し
、
担
う
べ
き
医
療
を
提
供
。

〈
都
政
改
革
本
部
〉
多
く
の
学
識
経
験
者
を
任
命
し

た
が
、
ど
の
よ
う
な
視
点
で
選
ん
だ
の
か
。

知
事　

同
じ
志
で
様
々
な
経
験
・
知
見
の
あ
る
方
だ
。

〈
東
京
の
ブ
ラ
ン
ド
発
信
〉
知
事
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
す
る
こ
と
が
実
績
へ
の
確
か
な
道
だ
が
、
見
解
は
。

知
事　

私
自
身
が
先
頭
に
立
ち
強
力
に
進
め
て
い
く
。

〈
豊
洲
市
場
問
題
〉
市
場
業
者
に
対
す
る
経
済
的
支

援
策
と
十
分
で
丁
寧
な
対
応
を
早
急
に
講
じ
る
べ
き
。

中
央
卸
売
市
場
長　

業
界
団
体
と
協
議
し
、
支
援
策

の
着
実
な
実
施
及
び
相
談
体
制
の
拡
充
に
よ
り
対
応
。

〈
補
助
１
３
８
・
１
４
３
号
線
〉
事
業
化
の
取
組
を
。

建
設
局
長　

１
３
８
号
線
は
橋き

ょ
う
り
ょ
う梁
も
含
め
た
道
路
構

造
等
、
１
４
３
号
線
は
交
差
点
処
理
等
の
検
討
を
進

め
、
地
元
区
と
連
携
を
図
り
早
期
事
業
化
を
目
指
す
。

〈
重
症
心
身
障
害
児
者
通
所
施
設
〉
次
期
障
害
福
祉

計
画
に
お
い
て
重
点
施
策
と
し
て
位
置
付
け
る
べ
き
。

福
祉
保
健
局
長　

整
備
費
の
特
別
助
成
を
行
う
と
と

も
に
、
次
期
計
画
で
整
備
目
標
を
定
め
設
置
を
促
進
。

〈
産
業
の
活
性
化
〉
地
域
資
源
を
活
用
し
た
中
小
企

業
の
新
た
な
事
業
展
開
を
積
極
的
に
支
援
す
べ
き
。

産
業
労
働
局
長　

付
加
価
値
の
高
い
製
品
開
発
へ
の

助
成
や
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
支
援
充
実
を
検
討
。

〈
豊
洲
市
場
〉
設
計
会
社
と
の
打
ち
合
わ
せ
記
録
は
、

相
手
方
の
個
人
名
等
を
除
き
、
情
報
を
公
開
す
べ
き
。

中
央
卸
売
市
場
長　

個
人
情
報
等
に
配
慮
し
な
が
ら
、

相
手
方
の
了
解
を
前
提
に
情
報
公
開
に
取
り
組
む
。

〈
都
営
地
下
鉄
〉
駅
の
ト
イ
レ
の
利
便
性
や
快
適
性

を
高
め
る
取
組
を
一
層
推
進
す
る
べ
き
。
見
解
は
。

交
通
局
長　

段
差
解
消
や
洋
式
化
の
取
組
に
加
え
、

温
水
洗
浄
便
座
の
早
期
の
全
駅
整
備
を
目
指
す
。

〈
清
掃
事
務
所
の
用
途
変
更
〉
使
途
制
限
解
除
を
待

機
児
童
問
題
以
外
に
も
速
や
か
に
認
め
る
べ
き
。

環
境
局
長　

用
途
変
更
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
、
緊

急
性
な
ど
の
事
態
を
把
握
し
、
関
係
局
と
協
議
す
る
。

〈
知
事
の
基
本
姿
勢
〉
日
本
人
の
礼
儀
正
し
さ
や
思

い
や
り
の
心
を
受
け
継
ぐ
た
め
の
教
育
へ
の
考
え
は
。

知
事　

教
育
は
未
来
へ
の
投
資
と
の
考
え
の
基
に
教

育
大
綱
を
策
定
し
、
教
育
改
革
に
取
り
組
む
。

〈
練
馬
城じ

ょ
う

址し

公
園
〉
事
業
化
に
向
け
、
遊
園
地
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
す
公
園
整
備
を
目
指
す
べ
き
。

建
設
局
長　

地
元
区
と
緊
密
に
連
携
を
図
り
、
広
く

都
民
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
整
備
計
画
を
策
定
す
る
。

〈
２
０
２
０
年
大
会
〉
能
力
と
経
験
を
生
か
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
で
き
る
よ
う
計
画
的
な
取
組
を
。

オ
リ
パ
ラ
局
長　

組
織
委
員
会
と
連
携
し
て
戦
略
を

策
定
し
、
都
民
が
参
加
で
き
る
気
運
を
広
げ
る
。

〈
２
０
２
０
年
大
会
〉
①
会
場
を
満
員
に
で
き
る
よ

う
認
知
度
の
低
い
競
技
の
普
及
に
取
り
組
む
べ
き
。

②
都
民
の
参
加
意
識
を
高
め
る
文
化
活
動
支
援
に
つ

い
て
、
更
な
る
取
組
の
検
討
を
す
べ
き
。

オ
リ
パ
ラ
局
長　

①
活
躍
が
予
想
さ
れ
る
選
手
や
観

戦
方
法
も
含
め
、
競
技
の
認
知
度
向
上
を
加
速
す
る
。

生
活
文
化
局
長　

②
大
規
模
な
文
化
事
業
に
助
成
を

開
始
し
た
。
今
後
は
民
間
支
援
の
充
実
を
検
討
す
る
。

〈
知
事
の
基
本
姿
勢
〉
都
民
本
位
の
都
政
を
実
現
す

る
た
め
の
大
都
市
行
政
の
あ
り
方
へ
の
見
解
は
。

知
事　

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
視
点
に
立
っ
た
大
都
市

行
政
の
実
現
に
向
け
て
、
特
別
区
と
議
論
を
深
め
る
。

〈
観
光
施
策
〉
①
外
国
人
旅
行
者
を
迎
え
る
旅
館
等

へ
の
サ
ポ
ー
ト
強
化
を
。
②
上
野
恩
賜
公
園
全
体
に

Ｗ＊

ｉ

‒

Ｆ
ｉ
を
積
極
的
に
整
備
す
べ
き
。

産
業
労
働
局
長　

①
効
果
的
な
イ
メ
ー
ジ
発
信
が
で

き
る
仕
組
み
や
施
設
の
充
実
に
必
要
な
支
援
を
検
討
。

建
設
局
長　

②
更
な
る
利
便
性
向
上
の
た
め
、
利
用

状
況
を
踏
ま
え
、
Ｗ
ｉ

‒

Ｆ
ｉ
設
備
の
増
設
を
検
討
。

〈
都
営
地
下
鉄
浅
草
線
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
〉
５
年
後
、

10
年
後
の
事
業
環
境
の
変
化
も
見
据
え
た
取
組
を
。

交
通
局
長　

ホ
ー
ム
ド
ア
全
駅
整
備
の
早
期
実
現
を

目
指
す
。
29
年
度
、
快
適
な
駅
空
間
創
出
に
向
け
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
魅
力
を
一
層
高
め
る
。

〈
休
日
・
夜
間
保
育
〉
保
護
者
の
多
様
な
働
き
方
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
休
日
・
夜
間
保
育
の
取
組
推
進
を
。

福
祉
保
健
局
長　

区
市
町
村
が
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き
る
よ
う
支
援
。

〈
公
益
通
報
制
度
〉
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形
で
、

い
つ
ま
で
に
外
部
相
談
窓
口
の
設
置
を
す
る
の
か
。

総
務
局
長　

準
備
が
整
い
次
第
、
速
や
か
に
実
施
。

〈
食
の
信
頼
回
復
〉
事
業
者
・
都
民
の
豊
洲
市
場
に

対
す
る
信
頼
を
ど
の
よ
う
に
取
り
戻
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

科
学
的
情
報
を
分
か
り
や
す
く
発
信
す
る
と

と
も
に
、
風
評
被
害
の
懸
念
も
解
消
し
て
い
く
。

〈
豊
洲
新
市
場
〉
土
壌
汚
染
に
関
す
る
安
全
性
の
最

終
的
な
確
認
は
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
の
か
。

中
央
卸
売
市
場
長　

専
門
家
会
議
等
で
調
査
・
検
証

し
、
そ
の
結
果
を
も
っ
て
知
事
が
総
合
的
に
判
断
。

〈
八
ッ
場
ダ
ム
〉
必
要
性
が
な
い
ダ
ム
で
あ
る
の
に
、

事
業
費
増
額
や
工
期
延
長
が
予
想
さ
れ
る
。
見
解
は
。

都
市
整
備
局
長　

利
水
・
治
水
の
両
面
で
必
要
不
可

欠
な
施
設
。
国
に
工
期
厳
守
と
コ
ス
ト
縮
減
を
強
く

求
め
、
一
日
も
早
い
完
成
を
確
実
な
も
の
と
す
る
。

〈
社
会
的
養
護
〉
要
保
護
児
童
の
脱
養
護
施
設
、
里

親
委
託
の
推
進
に
向
け
た
知
事
の
意
気
込
み
は
。

知
事　

社
会
的
養
護
の
施
策
展
開
で
は
、
養
育
家
庭

を
始
め
と
し
た
里
親
制
度
の
活
用
を
中
心
に
進
め
る
。

〈
職
員
団
体
へ
の
約
千
八
百
平
米
無
償
貸
与
〉
徴
収

検
討
と
労
働
組
合
法
の
事
務
所
の
広
さ
へ
の
見
解
は
。

財
務
局
長　

円
滑
な
都
政
運
営
に
、
無
償
供
与
の
効

果
は
あ
る
。
必
要
最
小
限
の
状
況
に
限
り
供
与
す
る
。

〈
豊
洲
新
市
場
〉
土
壌
汚
染
対
策
の
到
達
点
は
本
当

に
現
実
的
か
、
過
剰
防
御
で
は
な
い
か
検
証
す
べ
き
。

知
事　

専
門
家
会
議
等
で
、
科
学
的
な
知
見
に
基
づ

い
て
冷
静
に
安
全
性
を
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
。

〈
行
財
政
改
革
〉
①
知
事
は
著
書
で
天
下
り
を
全
廃

す
べ
き
と
述
べ
て
い
る
が
、
改
革
が
進
ま
な
い
都
の

現
状
へ
の
認
識
は
。
②
監
理
団
体
へ
の
特
命
随
意
契

約
の
額
は
肥
大
化
し
、
最
大
の
都
庁
利
権
が
あ
る
と

考
え
る
。
ど
の
よ
う
に
行
革
に
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

①
退
職
管
理
条
例
の
施
行
、
退
職
管
理
委
員

会
の
設
置
に
よ
り
、
透
明
性
の
確
保
に
努
め
て
き
た
。

②
都
政
改
革
本
部
や
各
局
等
の
取
組
を
通
じ
て
、
都

民
に
信
頼
さ
れ
る
都
政
の
実
現
に
邁ま

い
し
ん進
し
た
い
。

◎
代
表
質
問
・
一
般
質
問
の
詳
細
は

東
京
都
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
会
議
録
・
速
記
録
」
内
の
「
本
会
議
の
会
議
録
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
　
　

http://w
w
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Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
ほ
っ
と
情
報

〜
都
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
〜

テ
レ
ビ
東
京（
地
デ
ジ
７
ch 
）

11
月
23
日（
水
・
祝
）

10
時
05
分
〜
10
時
55
分

総
務
委
員
会
・
文
教
委
員
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉 

都
議
会 

広
報
課（
放
送
担
当
）

☎（
０
３
）５
３
２
０
│
７
１
２
４

都
議
会
提
供
テ
レ
ビ
番
組

年・年度の表示 質問・答弁部分の年または年度の元号は、「平成」を省略しています。

＊
Ｓ
Ｎ
Ｓ
…So

cial N
etw

o
rking 

Service 

の
略
。
登
録
さ
れ
た
利
用
者
同

士
が
交
流
で
き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
会
員

制
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。

＊
Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
…W

ireless Fidelity 

の
略
。
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
普
及
促
進
を
行
う

業
界
団
体
か
ら
相
互
接
続
性
等
の
認
証
を

受
け
た
機
器
の
こ
と
。
現
在
は
認
証
製
品

が
増
え
た
た
め
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
全
般
を
呼

ぶ
こ
と
が
多
い
。

用　語　解　説

新
監
査
委
員
の
紹
介

鈴 

木　

晶 

雅　

　
　
　
　
　
（
大
田
区
選
出
・
自
民
党
）

　
【
略　

歴
】

　

都
議
４
期
（
平
15
〜
現
）

　

財
政
委
員
会
委
員
長
（
平
19
〜
20
）

藤  

井　
　

一

　
　
　
　
　
（
大
田
区
選
出
・
公
明
党
）

　
【
略　

歴
】

　

都
議
６
期
（
平
５
〜
現
）

　
環
境
・
建
設
委
員
会
委
員
長
（
平
21
〜
22
）

河
野 

ゆ
う
き

（
自
民
党
）

都
立
城
北
中
央
公
園
へ
の

第
三
種
公
認
陸
上
競
技
場
設
置
を

和
泉　

武
彦

（
自
民
党
）

都
民
の
健
康
維
持
へ
の
取
組
推
進
を

都
立
病
院
の
あ
り
方
へ
の
見
解
は

中
山
ひ
ろ
ゆ
き

（
民
進
党
）

東
京
の
ブ
ラ
ン
ド
発
信
の
推
進
を

市
場
業
者
へ
の
丁
寧
な
対
応
を

舟
坂 

ち
か
お

（
自
民
党
）

補
助
第
１
３
８
・
１
４
３
号
線
の

事
業
化
に
向
け
た
取
組
を

か
ち 

佳
代
子

（
日
本
共
産
党
）

豊
洲
新
市
場
の
談
合
疑
惑
の
検
証
を

乳
児
死
亡
事
故
防
止
の
取
組
強
化
を

加
藤　

雅
之

（
公
明
党
）

豊
洲
市
場
問
題
の
情
報
を
公
開
せ
よ

都
営
地
下
鉄
駅
ト
イ
レ
の
質
向
上
を

柴
﨑　

幹
男

（
自
民
党
）

世
界
で
一
番
の
都
市
と
す
る
た
め
に

東
京
の
未
来
像
を
都
民
に
示
す
べ
き

川
松 

真
一
朗

（
自
民
党
）

都
民
本
位
の
都
政
を
実
現
す
る
た
め

大
都
市
行
政
の
あ
り
方
を
示
す
べ
き

和
泉 

ひ
ろ
し

（
自
民
党
）

旅
館
等
へ
の
サ
ポ
ー
ト
強
化
を

上
野
恩お

ん

賜し

公
園
の
通
信
環
境
整
備
を

田
中　

朝
子

（
民
進
都
議
団
）

東
京
の
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を

豊
洲
市
場
の
信
頼
を
取
り
戻
す
べ
き

や
な
が
せ 

裕
文
（
無（
東
京
維
新
））

豊
洲
新
市
場
の
土
壌
汚
染
対
策
を

監
理
団
体
改
革
に
取
り
組
む
べ
き

小
松　

久
子

（
ネ
ッ
ト
）

豊
洲
新
市
場
問
題
の
真
相
究
明
を

八
ッ
場
ダ
ム
計
画
変
更
へ
の
見
解
は

上
田　

令
子

（
か
が
や
け
）

里
親
推
進
へ
の
知
事
の
意
気
込
み
は

都
庁
舎
の
無
償
貸
与
へ
の
見
解
は

　

本
会
議
・
委
員
会
の
議
事
の
経
過
や
結
果

を
記
録
・
編
集
し
た
も
の
で
、
会
期
・
委
員

会
終
了
後
、
お
お
む
ね
30
〜
50
日
（
土
日
及

び
休
日
を
含
ま
ず
）
後
に
発
行
さ
れ
ま
す
。

　

都
議
会
図
書
館
（
都
議
会
議
事
堂
２
階
）、

都
民
情
報
ル
ー
ム
（
都
庁
第
一
本
庁
舎
３

階
）
や
都
内
主
要
公
立
図
書
館
、
都
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉 

都
議
会 

議
事
課

☎（
０
３
）５
３
２
０
│
７
１
４
６

会議録・速記録のご案内



平
成
27
年
度
各
会
計
決
算
特
別
委
員
会
委
員
名
簿

平
成
27
年
度
公
営
企
業
会
計
決
算
特
別
委
員
会
委
員
名
簿

秋
田
一
郎

ま
つ
ば
多
美
子

桜
井
浩
之

山
﨑
一
輝

舟
坂
ち
か
お

鈴
木
錦
治

中
村
ひ
ろ
し

上
野
和
彦

神

林　

茂

植
木
こ
う
じ

上
田
令
子

西
崎
光
子

野
上
ゆ
き
え

加
藤
雅
之

和
泉
ひ
ろ
し

山
森
寛
之

藤

井　

一

高
倉
良
生

鈴
木
章
浩

鈴
木
隆
道

遠

藤　

守

大
場
や
す
の
ぶ

和
泉
武
彦

河
野
ゆ
り
え

今
村
る
か

お
と
き
た
駿

宮
瀬
英
治

山
内
れ
い
子

前
田
和
茂

白
石
た
み
お

栗
林
の
り
子

伊
藤
こ
う
い
ち

川
松
真
一
朗

栗
山
よ
し
じ

堀　

宏

道

松
田
や
す
ま
さ

和
泉
な
お
み

大
松
あ
き
ら

北
久
保
眞
道

近

藤　

充

島
田
幸
成

斉
藤
あ
つ
し

松
村
友
昭

大
門
さ
ち
え

西
沢
け
い
た

斉
藤
や
す
ひ
ろ

里
吉
ゆ
み

清
水
孝
治

木
村
基
成

栗
山
欽
行

山

内　

晃

河
野
ゆ
う
き

島
﨑
義
司

曽
根
は
じ
め

◎○○○△△△△△△◎○○○△△△△△

（
自
）

（
公
）

（
自
）

（
自
）

（
自
）

（
自
）

（
民
）

（
公
）

（
自
）

（
共
）

（
か
）

（
ネ
）

（
進
）

（
公
）

（
自
）

（
自
）

（
公
）

（
公
）

（
自
）

（
自
）

（
公
）

（
自
）

（
自
）

（
共
）

（
民
）

（
か
）

（
進
）

（
ネ
）

（
自
）

（
共
）

（
公
）

（
公
）

（
自
）

（
自
）

（
自
）

（
自
）

（
共
）

（
公
）

（
自
）

（
自
）

（
民
）

（
民
）

（
共
）

（
自
）

（
民
）

（
公
）

（
共
）

（
自
）

（
自
）

（
自
）

（
自
）

（
自
）

（
自
）

（
共
）

平
成
28
年
10
月
5
日
現
在

（
計
31
人
）

平
成
28
年
10
月
5
日
現
在

（
計
23
人
）

決算特別委員会とは

　都議会では、知事から提案される前年度の決算を審
査するために、通例として、第３回定例会において各
会計決算特別委員会及び公営企業会計決算特別委員
会を設置します。
　各委員会は、分担事項ごとに２～３の分科会を設け、
10月～12月にかけて、集中的に審査（説明・質疑・
意見開陳・表決）を行います。
　第４回定例会本会議において、各委員会の審査の経
過と結果が報告された後、各決算の認定について議決
します。

◎委員長　○副委員長　△理事

定例会の予定平成28年
第4回

12月1日 開会（本会議）

7日 代表質問（本会議）

8日 一般質問（本会議）

9日～13日 常任委員会

15日 閉会（本会議）

●   TOKYO MX（地デジ 9ch）で本会議の模様を生
中継・ダイジェストで放送します。

●   開会後に TOKYO MXで「都議会の焦点」を放
送します。

●   放送日時は都議会ホームページなどでお知らせ
します。

新議員紹介新議員紹介

大
だい

門
もん

 さ ち え
（新宿区・自民党）

和
い ず み

泉 ひ ろ し
（台東区・自民党）

山
やま

森
もり

 寛
ひろ

之
ゆき

（大田区・自民党）

前
まえ

田
だ

 和
かず

茂
しげ

（渋谷区・自民党）

　平成28年7月31日に行われた東京都議会議員補
欠選挙で当選した議員を紹介します。 平成 28年第 3回定例会　　各会派等の議案への賛否　

自 公 共 民 進 か ネ 無所属
審議
結果

深 東
60 23 17 14 4 3 3 1 1 1

知 事 提 出 議 案

予
算 一般会計（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

条　
　

例

新
設 東京都知事の給料等の特例に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

一
部
改
正

東京都立学校設置条例／東京都都市整備局関係手数料条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

東京都自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例／特別区にお
ける東京都の事務処理の特例に関する条例／市町村における東京都
の事務処理の特例に関する条例／東京都立図書館条例／東京都建築
安全条例／東京都営住宅条例／東京都民生委員定数条例／警視庁の
設置に関する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

契　約

都立江北高等学校（28）改築工事請負契約／都立王子地区特別支援学
校（仮称）（28）増築及び改修工事請負契約／都立篠崎高等学校（28）
改修工事請負契約／東京国際フォーラム（28）改修工事請負契約／東
京国際フォーラム（28）空調設備改修工事請負契約／東京国際フォー
ラム（28）電気設備改修工事請負契約／消防艇の製造請負契約／中川
護岸耐震補強工事（その34）請負契約／綾瀬川護岸耐震補強工事（そ
の251）請負契約／綾瀬川護岸耐震補強工事（その27）請負契約

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

事　件

八ッ場ダムの建設に関する基本計画の変更に関する意見 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

東京都人権プラザ本館の指定管理者の指定 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

公立大学法人首都大学東京に対する出資／公立大学法人首都大学東
京定款の変更／移動観覧席及び装置一式の買入れ／可動畳の買入れ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

専　決
地方自治法第179条第1項の規定に基づき専決処分した平成28年度
東京都一般会計補正予算（第1号）の報告及び承認／地方自治法第179
条第1項の規定に基づき専決処分した都民の健康と安全を確保する環
境に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の報告
及び承認

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

人　事

東京都公安委員会委員の任命（前田雅英） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

東京都名誉都民の選定（大村智、小澤征爾、三宅義信）／東京都教育
委員会委員の任命（秋山千枝子）／東京都公安委員会委員の任命（渡邊
佳英）／東京都土地利用審査会委員の任命（中川義英、青木清志、納
口るり子、水庭千鶴子、水戸部繁樹）／東京都監査委員の選任（鈴木
晶雅、藤井一）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議 員 提 出 議 案
条
例

一
部
改
正

東京都知事等の給料等に関する条例 × × ○ × × ○ ○ × ○ ○ 否決

意見書 私学振興／次期介護保険制度改正における福祉用具貸与等の給付の
見直し／「パリ協定」の早期批准 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

決　議 北朝鮮による核実験及びミサイル発射に対する抗議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

件 名 議員数

会派等名
み

○賛成 ×反対 

 
年
度

補
正
予
算

国
会
・
政
府
へ
の
意
見
書
（
要
旨
）

28

会派等構成変わる
　平成 28 年 7 月 31 日に行われた東京都議会議員
補欠選挙により、会派等構成は次のとおりとなりま
した。

 東京都議会自由民主党 60人
 都議会公明党 23人
 日本共産党東京都議会議員団 17人
 都議会民進党 14人
 民進党都議団 4人
 かがやけ Tokyo 3 人
 都議会生活者ネットワーク 3人
 無所属（深呼吸のできる東京） 1人
 無所属（東京みんなの改革） 1人
 無所属（東京維新の会） 1人

●定数 127 人／現員 127 人（平成28年8月2日現在）

■
私
学
振
興
に
関
す
る
意
見
書

　

平
成
29
年
度
予
算
編
成
に
当
た
り
、
私
学
教
育

の
重
要
性
を
認
識
し
、
教
育
基
本
法
第
８
条
に
規

定
さ
れ
る
「
私
立
学
校
教
育
の
振
興
」
を
名
実
共

に
確
立
す
る
た
め
、
現
行
の
私
学
助
成
に
係
る
国

庫
補
助
制
度
を
堅
持
す
る
と
と
も
に
、
次
の
事
項

を
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。 

１ 　

私
立
高
等
学
校
等
の
経
常
費
助
成
等
に
対
す

る
補
助
を
拡
充
す
る
こ
と
。 

２ 　

私
立
高
等
学
校
等
に
お
け
る
耐
震
化
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
な
ど
、
施
設
・
設
備
に
対

す
る
補
助
制
度
を
拡
充
す
る
こ
と
。 

３ 　

よ
り
一
層
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
私
立
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
制
度
を
拡

充
改
善
す
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
の
行
う
補

助
に
対
す
る
国
の
支
援
を
拡
充
す
る
こ
と
。 

４ 　

都
道
府
県
の
行
う
私
立
高
等
学
校
等
奨
学
金

事
業
に
対
す
る
国
の
支
援
を
拡
充
す
る
こ
と
。 

５ 　

私
立
専
修
学
校
に
つ
い
て
は
、
専
門
課
程
及
び

高
等
課
程
に
対
す
る
新
た
な
助
成
制
度
を
設
け

る
こ
と
。

■ 

次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に
お
け
る
福
祉

用
具
貸
与
等
の
給
付
の
見
直
し
に
関
す
る
意

見
書

　

次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に
お
け
る
福
祉
用
具

貸
与
等
の
給
付
の
見
直
し
に
お
い
て
は
、
高
齢
者

の
自
立
を
支
援
し
介
護
の
重
度
化
を
防
ぐ
と
い
う
、

介
護
保
険
の
理
念
に
沿
っ
て
、
介
護
が
必
要
な
方

の
生
活
を
支
え
る
観
点
か
ら
検
討
す
る
よ
う
強
く

要
請
す
る
。

■ 

「
パ
リ
協
定
」
の
早
期
批
准
に
関
す
る
意
見

書

　

 　

速
や
か
に
手
続
を
進
め
、
早
期
に
パ
リ
協
定
を

批
准
す
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。 

◎ 「都議会だより」は新聞折り込みでお届けするほか、都の施設や区市町村の窓口、図書館、都営地下鉄駅構内などにも置いています。
　また、都議会ホームページでは PDF形式、電子書籍形式、HTML形式（音声付き）がご覧になれます。

319 4平成28年（2016年）11月19日発行東京都議会議会局　
印刷物分類　第1類　印刷物番号（27）第2号

※提出議案と議決結果については、都議会ホームページでもご覧になれます。

【略称説明】 　  自…東京都議会自由民主党、 公…都議会公明党、 共…日本共産党東京都議会議員団、 民…都議会民進党、 進…民進党都議団、 か…かがやけ Tokyo、
　　　　　　 ネ…都議会生活者ネットワーク、 深…無所属（深呼吸のできる東京）、 み…無所属（東京みんなの改革）、東…無所属（東京維新の会）

（平成28年10月13日現在）
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